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「継続企業の前提に関する重要な疑義」 の解消に関するお知らせ 
 

当社は、本日付で公表いたしました 2009 年3 月期決算短信において、「継続企業の前提に関する重要な

疑義」 を解消いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

  

当社グループは、2007 年 3 月期に 31,264 千円、2008 年 3 月期において 579,329 千円の営業損失を２期

連続して計上しており、さらに 2008 年 3 月期に△321,637 千円と重要なマイナスの営業キャッシュ・フローを

計上しております。これにより、「継続企業の前提に関する重要な疑義」 が存在しておりました。 

当該状況を解消すべく、2008 年 3 月末に早期の収益化が困難であった子会社３社の事業整理を行うととも

に、2009 年 3 月期に入ってからは、本業回帰を行い、当社設立以来の事業であるモバイル事業へ経営資源

を集約させ、さらに人件費をはじめとするコスト削減策を進めてまいりました。営業面においては既存サイトの

充実と拡大、新規サイトの企画制作と配信などを行い、業績の改善に努めてまいりました。 

この結果、当連結会計年度は、営業利益が 50,105 千円、営業キャッシュ・フローも 79,039 千円のプラスへ 

転じ、資金繰りも問題なく推移いたしました。 

これにより、本日付で 「継続企業の前提に関する重要な疑義」 を解消いたしております。 

 

今後も収益基盤の一層の強化に向け、迅速な意思決定のもと、全社一丸となり事業に一段と邁進してまい

る所存であります。株主の皆様をはじめ関係者の皆様におかれましては、引き続きご支援のほど、何卒よろし

くお願い申し上げます。 

      

以 上 
 
 


